


そのほかの普及専門委員会としての活動は。

杉山委員長 マニュアル第4版をテキストとする固化材セミナ ーは

12年度から、毎年度3カ所ずつ開催してきたが、お陰様で多くの方々に

参加いただいた。マニュアルは、技術の進歩を反映させるために約10

年ごとに改訂しており、学識経験者の方々や業界の先輩方の努力が

あって多くの発注者や設計者・施工者にお役立ていただいている。今

後も同様のペ ースで見直しを進めていきたいと思っている。セメントメー

カーの若手技術者・研究者が嘉門雅史先生（京都大学名誉教授）を

はじめとする学識経験者の方々と接する良い機会であり、若手の育

成、技術の伝承という意味でも非常に有意義であると考えている。巻末

には発注者・施工者の方々のご好意で多くの事例を掲載している。継

続は力なりであり、引き続き学識経験者の方々にご協力いただいて、改

訂版を発行していきたいと思っている。

また発注者や設計者・施工者などの要請に基づく、個別講習会は今

年度も11カ所で開催した。年明け後の事例ではまず2月19日に秋田市

内での技術研修会に講師を派遣している。秋田県の秋田地域振興局

建設部と秋田大学理工学部土木環境工学コ ース、秋田中央建設業

協会で組織する「秋田中央地区建設技術推進協議会」の求めに応じ

たもので、県の職貝や建設業者、さらに秋田大学からも参加いただい

た。3月19日には福井市内で開催された福井県「土木技術特別研修・

地盤改良研修」に協力している。来年度以降も、要請に対しては積極

的に協力していく方針である。

このほか国土交通省東北地方整備局主催の「EE東北」や地盤工

学会の研究発表会などで技術展示を行っている。国交省関東技術事

務所構内の建設技術展示会への出展は13年11月から約2年を予定

している。

今後も様々な機会を活用して、セメント系固化材の適材適所での活

用技術の発信に向けた取り組みを進めていく方針である。セメント系固

化材の普及はエ法の発展によるところも大きい。エ法協会などと率直な

意見交換ができる場があればとも思っている。
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